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【update 080130】 付録プログラムを修正

Moore型オートマトンを高速に実行するエンジン
（stdAutomatonEngine11.p）

　この文書は，techNote080101の付録１を改良するための文書です．これまでは，Prologスタイルでエンジンを書いていたので，長い入力列inputsequenceが処理できなかった．しかし，for~begin~end文で書き直した結果，多数の繰り返し入力ができるようになりました．処理中に状態の値が表示されるので，見かけ上（体感で）10倍くらい速くなりました．

１．インストール方法

　すでにあるstdAutomatonEngine.pを名称変更しバックアップしてください．付録のプログラムを，テキストエディタにコピー＆ペーストし，stdAutomatonEngine.pという名称で保存してください（ファイル名にバージョン番号11は不要です．またMacintoshの方は，Unixにあわせて改行をLFにして保存すること）．

２．操作方法

１）『モデル理論アプローチ』教科書第３章のオートマトンモデルの書式や操作方法はそのまま使えます．

２）しかし，出力表示が変わります．最後ではなく，実行中に出力表示されます．

３）繰り返し入力できるように，新しく times() を組み込みました．

たとえば，

　inputsequence()=8;

　times()=500;

とすると，8が500回入力されます．

　つまり，「もしも times()が定義されていれば，inputsequence()の右辺の内容そのままを，times()で定義された回数だけ」繰り返して入力します．times()が定義されてなければ教科書どおりです．

たとえば，

//sim71.set　100000 times of randomize

inputsequence()=[9];

times()=500;

initialstate()=0;

delta(c,a)=cc <-> cc:=c;

lambda(c)=b <-> myrandom(r), b:=floor(10*r);
を実行すると，[9]が500回入力されます．このモデルでは，単に乱数が500回出力表示されます．

　Macintosh（初代intel）で，上記sim71.setをコンパイル／実行したら，１０万回（times()=100000）で，処理時間20秒でした．まあまあのシミュレーション実験ができるはずです．

付録　Moore型オートマトンを実行するエンジン（高速版）

/* stdAutomatonEngine11.p  for Moore type automaton


08.01.27 "kisoten" replaced engin0 with engin1.


08.01.30 "kisoten" deleted 1of2 "times(N)".

*/

stdAutomatonengine():-


xwriteln(0,"trace mode?(y/n)"),


xread(0,Ans),


if Ans="y" then assign(trace,-3) else assign(trace,0) end,


inputsequence(Input), 

//
if times(N) then times(N),Flag=1 else strlen(Input,N),Flag=0 end,


if times(N) then Flag=1 else strlen(Input,N),Flag=0 end,


initialstate(C0),


lambda(C0,B0),


xwriteln(0,"I=",0," A=[]  C=",C0," B=",B0),


engine1(C0,Input,N,Flag);

engine1(C0,Input,N,Flag):-


assign(regC,C0),


for(I:=1;I<=N;I++)


begin



if (Flag=1) then A=Input else getvalue(Input,I-1,A) end,



delta(getvalue(regC),A,C2),



lambda(C2,B2),



xwriteln(0,"I=",I," A=",A," C=",C2," B=",B2),



if status(trace,-3) then stop end,



assign(regC,C2)


end,


retract([regC]);
